
2223

　
日
本
の
人
口
総
数
は
紀
元
一
〇
〇
〇
年

頃
の
約
七
〇
〇
万
人
か
ら
順
調
に
増
加

し
、
江
戸
時
代
の
後
半
は
三
二
〇
〇
万
人

程
度
で
安
定
し
て
い
た
が
、
明
治
維
新
以

後
は
富
国
強
兵
政
策
の
影
響
も
あ
り
、
人

口
は
一
気
に
増
加
、
今
世
紀
初
め
に
は

一
億
二
八
〇
〇
万
人
に
到
達
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
を
頂
点
に
以
後
は
減
少
に
転
換

し
、
移
民
増
加
な
ど
人
口
政
策
を
大
幅
に

変
更
し
な
け
れ
ば
、
今
世
紀
末
に
は
五
〇 

〇
〇
万
人
程
度
に
な
り
、
し
か
も
六
五
歳

以
上
の
高
齢
人
口
が
四
割
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
減
少
の
実
態
を
市
区
町
村
単
位
に

細
分
す
る
と
、
二
〇
二
五
年
時
点
で
人
口

が
増
加
し
て
い
る
の
は
一
八
〇
と
全
体
の

一
〇
％
強
で
、
そ
れ
以
外
の
一
五
六
一
市

第
一
の
手
段
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

　
地
域
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
最
初
に

浮
上
す
る
の
は
観
光
で
あ
る
。
日
本
政
府

は
二
〇
〇
三
年
に
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
事
業
」
に
よ
り
日
本
を
訪
問
す
る
旅
行

者
数
を
増
加
さ
せ
る
政
策
を
開
始
し
た
。

当
時
は
出
国
日
本
人
数
が
訪
日
外
国
人
数

の
二・
六
倍
も
あ
っ
た
が
、
政
策
の
効
果

が
次
第
に
浸
透
し
て
二
〇
一
五
年
に
は
逆

転
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
中
断
し

た
も
の
の
、
二
〇
二
五
年
に
は
二・
九
倍

に
ま
で
拡
大
し
、
外
国
人
観
光
客
数
で
は

世
界
一
五
位
で
あ
り
な
が
ら
も
観
光
大
国

日
本
を
実
現
し
て
き
た
。

　
し
か
し
観
光
が
主
要
な
目
的
で
あ
る
観

光
客
数
の
約
七
〇
％
は
東
京
や
大
阪
な
ど

主
要
都
市
や
京
都
や
奈
良
な
ど
歴
史
都
市

に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な

区
町
村
は
減
少
で
あ
る
。
そ
の
増
加
し
て

い
る
市
区
町
村
の
大
半
は
首
都
圏
と
関
西

圏
に
集
中
し
て
い
る
が
、
意
外
な
こ
と
は

兵
庫
県
神
戸
市
、
京
都
府
京
都
市
、
新
潟

県
新
潟
市
、
静
岡
県
静
岡
市
、
広
島
県
広

島
市
、
長
崎
県
長
崎
市
、
青
森
県
青
森

市
、
秋
田
県
秋
田
市
な
ど
県
庁
所
在
都
市

が
減
少
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
市
区
町
村
全
体
の
九
割
に
も
な
る
地
域

で
人
口
が
減
少
し
て
い
く
日
本
の
出
現
は

有
史
以
来
最
初
の
経
験
で
、
叡え
い

智ち

を
集
結

し
て
対
応
す
る
戦
略
の
立
案
は
国
家
と
し

て
重
要
で
あ
る
が
、
実
際
に
人
口
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
元
気
に
活
動
し
て
い
る

地
域
は
全
国
各
地
に
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

は
縮
小
日
本
を
ど
の
よ
う
に
活
力
あ
る
社

会
に
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
今
後
の
日

本
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
て
い

る
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

地
域
に
分
散
す
る
こ
と
が
重
要
な
目
標
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
は「
日
本
遺

産
」
の
認
定
（
二
〇
一
五
）、
文
化
経
済
戦

略
の
策
定
（
二
〇
一
七
）、
自
然
公
園
法
改

正
（
二
〇
二
一
）
な
ど
に
よ
っ
て
各
地
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
目
指
し
て
き
た

が
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
地
域
も
独
自
の
対

策
を
推
進
し
て
き
た
。
以
下
に
数
例
を
紹

介
す
る
。

第
二
の
手
段
は
視
点
の
転
換

　
三
重
県
四
日
市
市
は
江
戸
時
代
に
は

「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
四
三
番
目
の
宿

場
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇

年
代
に
な
っ
て
国
民
所
得
倍
増
計
画
の
一

環
と
し
て
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
建
設
さ

れ
、
日
本
有
数
の
工
業
地
帯
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
工
業
が
大
気
汚
染
公
害
の

原
因
と
な
り
、
環
境
問
題
で
注
目
さ
れ
る

都
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
環

境
対
策
が
進
展
し
た
現
在
で
は
二
四
時
間

稼
働
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
夜
景
が
観
光

資
源
に
変
貌
し
、
海
上
か
ら
の
夜
景
ク

ル
ー
ズ
が
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

展
し
て
い
る
。

　
大
分
県
竹
田
市
は
少
年
時
代
を
竹
田
で

生
活
し
た
瀧た

き

廉れ
ん

太た

郎ろ
う

が
作
曲
し
た「
荒こ
う

城
じ
ょ
う

の
月つ
き

」
の
舞
台
・
岡お
か

城じ
ょ
う

で
有
名
だ
が
、
市

内
各
地
に
点
在
す
る
温
泉
で
も
有
名
で
あ

る
。
高
齢
社
会
が
進
展
し
て
い
る
日
本
で

は
、
湯
治
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
温
泉
旅

行
が
最
近
で
は「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
名
称
が
変
化
し
、九
州
の
中
央

の
山
地
の
不
便
な
位
置
に
あ
る
竹
田
も
健

康
指
向
の
潮
流
の
後
押
し
に
よ
り
九
州
で

初
め
て
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
を
認
定

さ
れ
た
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

　
二
次
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
世
界
の
大

国
と
な
っ
た
日
本
に
と
っ
て
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
際
物
と
い
う
印
象
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
国
際
観
光
収
入
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
計
算

す
る
と
、
先
進
諸
国
で
も
ギ
リ
シ
ャ（
八
・

七
％
）、
ス
ペ
イ
ン
（
五・
三
％
）、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
（
二・
六
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
二
・

四
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
二・
三
％
）
な
ど
と
比

較
す
る
と
日
本
（
一・
〇
％
）
の
数
字
は
見

劣
り
す
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、

日
本
に
と
っ
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
家
や
地

域
の
基
本
産
業
と
し
て
推
進
す
る
段
階
に

到
達
し
て
い
る
と
い
え
る
。

の
改
善
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
資
源
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
危
機
が
地
域

の
発
展
に
役
立
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

高
知
県
黒
潮
町
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
す
れ
ば
波
高
三
四
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が

襲
来
す
る
と
さ
れ
、
海
岸
に
六
基
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
津
波
の
襲
来
す
る
場
所
は
日
本
各
地
に

存
在
し
、
当
初
は
そ
れ
ら
の
地
域
か
ら
多

数
の
視
察
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
一
般

の
人
々
も
来
訪
す
る
観
光
施
設
に
な
っ
て

い
る
。

　
同
様
に
地
域
の
特
産
が
観
光
資
源
に

な
っ
て
い
る
の
が
山
梨
の
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
あ
る
。
甲
州
ブ
ド
ウ
の
栽
培
の
起

源
は
奈
良
時
代
と
さ
れ
る
が
、
明
治
時
代

に
な
っ
て
各
地
が
殖
産
興
業
を
目
指
し
た

時
期
に
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

の
醸
じ
ょ
う

造ぞ
う

に
着
手
し
た
。

一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
に「
大
日
本
山
梨

葡
萄
酒
会
社
」
を
創
設
し
、
フ
ラ
ン
ス
に

技
師
を
派
遣
し
て
本
場
の
醸
造
技
術
を
学

習
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
日
本
最
大

の
ワ
イ
ン
生
産
地
域
に
発
展
し
て
き
た
。

こ
の
産
業
を
宣
伝
す
る
目
的
で
二
〇
〇
八

年
に
「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ま
な
し
」

が
誕
生
し
、
現
在
で
は
観
光
産
業
へ
と
発
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縮
小
日
本
を
元
気
に
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム

つ
き
お     

よ
し
お

東
京
大
学
名
誉
教
授

月
尾
嘉
男

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）

年
生
ま
れ
。
東
京
大
学

工
学
部
卒
業
。工
学
博

士
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ

ラ
フィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知

能
、
仮
想
現
実
、メ
デ
ィ

ア
政
策
等
を
研
究
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地

で
私
塾
を
主
宰
し
、
地

域
の
有
志
と
共
に
環
境

保
護
や
地
域
計
画
に

取
り
組
む
。

人
口
減
少
に
直
面
す
る
日
本
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